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● 第２号議案 

令和５年４月～６月に最低限執行が必要な事務的経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ２ 



第２号議案 

令和５年４～６月に最低限執行が必要な事務的経費について 

 

令和５年４～６月に契約又は支出が必要な以下の業務に係る予算について、令和５

年４月１日以降速やかに執行したい。 

 

１ 実行委員会運営事業                   ４５８千円 
    

以下の会議に係る事前準備（会場借上げ等）や当日の運営など 

       ・令和５年５月  実行委員会「第３回幹事会」開催 
                  ※大会テーマ等の公募作品審査、大会計画骨子等協議 

      ・令和５年６月  実行委員会「第３回総会」開催 
                  ※大会テーマ等の決定、大会計画骨子等の決定 

  

２ 企画運営・広報事業                  ８，８４８千円 
 

（１） 一年前プレイベントでの「放流行事（リハーサル）」に必要な放流用稚魚 

の生産及び管理業務。 
※生産尾数が多く、１年前プレイベント（令和５年１０月又は１１月）までの通常より 

長い期間の管理が必要となる。４月早々に大分県漁業公社に委託する。 

（２） 県内小学生等とリレー形式で行う稚魚の放流イベント（リレー放流） 
※魚種によって多少の違いはあるが、多くは、放流時期が４～６月に集中している 

ため、年度当初から着手する必要がある。（２０回程度予定） 

  

 

３ 事務局運営事業                      １３６千円 
 

（１） 大会計画等の作成にあたり、専門知識を持つ事業者からの支援を受ける 

ため、パートナーになり得る事業者を公募で選定する。 
※4 月に公募型提案競技を実施予定 

    （２）令和５年６月頃に予定する実行委員会第３回総会までに必要な事務用品 

     購入等 

  

 

 

※上記に係る収支予算（案）は、次ページのとおり。 
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収支予算案（令和５年４～６月に執行予定分） 

 

※令和５年度の収支予算（全体予算）については、令和５年６月頃に予定する総会 

において提案予定 

 

自 令和５年４月１日 

至 令和６年３月３１日 

１． 収入の部（単位：千円） 

項目 予算額 摘要 

１ 負担金 

 

９，４４２  大分県からの負担金

（暫定的繰入予定額） 

合計 ９，４４２  

 

２． 支出の部（単位：千円） 

項目 予算額 適用 

１ 実行委員会運営費 

 

４５８ 総会及び幹事会に係る 

・印刷消耗費      ６６千円 

・通信運搬費      ３６千円 

・会場借上料     ３５６千円 

２ 企画運営・広報費 

 

８，８４８ 放流用稚魚生産管理委託 

           ８，０４８千円 

リレー放流での資機材費 

             ８００千円 

３ 事務局運営費 

 

       1３６ 

 

公募選定審査会に係る審査

員への謝金等     ３６千円 

事務用品等購入  １００千円 

合計 ９，４４２  
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